
























































































































































Ｃｕ so ２－ ４ 113 ＋ Ｋ ＋ Cａ ２十 Hg ２＋ 
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Ｃ』 ｓｏ ４ Ｎａ Ｋ Ｃａ Ｍｇ 
東北地方 ７．９ 1７．６ 7.3 1.06 7.7 1.9 
全国平均 ５．８ 1０．６ 6.7 1．１９ ８．８ 1.9 
河ノ1１名
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支沢 均（渦ノ沢を除く） ８．６ 69.1 8.4 
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巻淵檎 254.0 4074.0 8139.0 “､６ 863.0 1870.0 46.1 527.0 3084.0 17.1
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45.7 ８．０ １０－８ 
282.8 916.2 30.9 234.8 ３Ｍ９．６ ７．５ 181.4 1388.6 1３．１ 調査流域の股下流
1358.0 1213.0 112.0 192.0 859.0 22.4 1976年９月の値
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る。流域の最下流とし､うこともあり，空中塩分以外，とくに人為活動などの寄
与麹も多いと思われるが，上流域の支沢より空中塩分の寄与率が高いことが注
目される。ちな率に1976年当時における巻渕地点での各成分の寄与率を承る
と，ｓｏ&-が46.1％，Mg2+が22.4％，Ｎａ+が17.1％，CO-が44.6％，Ｃａ2+が
100％以上となっている。これに比較して今回の値はＳＯ４２－を除いて低い値と
なっている。このことは，空中塩分採取期間中の降雨量が流域平均で１日当り
12mmと比較的多く（1976年当時は１日当り約６ｍ､，当流域に輸送される途中
でウォッシュアウト等により除去された分も相当あったと推定されること，更
に今回は河川流量も増大しており，土壌など他の因子の影響も，若干あったも
のと推定される（1976年時より今回の河川水質，とくにＣ`~などは流量増によ
り希釈効果があったと考えられ，全般に低い値であったが，空中塩分の降下鐙
が少ないため，相対的に寄与率も小さな値となっている)。
湯ノ沢での寄与率は全成分とも全支沢中最低の値であるが，これは温泉水の
混入による影響である。
今回の当流域の河川水質に対する空中塩分の寄与率を支沢平均（湯ノ沢を除
く）で駆ると，C9-で8.61％，ｓｏ`2-で69.1％，Ｎａ+で8.4％，Ｋ+で45.7％，
Ｃａ2+で8.0％，Mg2+で10.8％となる。SO42-とＫ+を除くと他は１割かそれ以下
の割合である。また，森吉山側の支沢にその寄与率が高く見積られている。こ
のことは地形，とくに標高と降下量との関係，あるいは流域面積と河川流量
（比流量）および河川水質との関係を吟味しなければならないと考えられる。
わが国の河川水中の元素含有量を規定する因子のうちで空中塩分（雨水その
ものの成分とドライフォールアウト）が河川水質に対する寄与量を北野ら（北
野康：1984,地球環境の化学，裳華房）が推算している。それによるとC9-で
53％，Ｎａ+で46％，Ｋ+で61％，Ｃａ2+で31％，Mg2+で53％と見積っている。ほ
ぼ50％の寄与率である。この値には沿岸部の値も含まれているであろうから当
流域のように内陸部に位厩する流域と相違し，大きな値になることは当然と考
えられるが，これを考慮しても今回の観測は低い値である。他の因子からの寄
与量を把握する必要がある。
５．まとめ
以上，今回の調査観測で得られた結果を要約すると次のようになる。
①内陸部に位置する小又川流域における空中塩分濃度の値は全国平均値と
比較して約３割以下の値となっている。
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③空中塩分濃度の値は小さいが，濃縮定数値からＺＡると海塩以外からの供
・絵が大きく関与しているものと考えられる。とくに最上流域にあてはま
る。‐
③＝空中塩分の降下量は季節や気象条件および地形等に大きく左右されてい６｡■CＤ・
るものと考えられる。とく}こ今回の観測では南東方向からの風系であり陸
上を吹送する風によって輸送された可能性がある。
④河川水質に対する空中塩分の寄与率は温泉水の混入がある場合，きわめ
て小さい値となっているが，混入の無い支川（沢）でもその寄与率は約１
割かそれ以下の割合である。他の因子からの寄与量の把握が課題である。
以上であるが，次のような問題点も指適される。
①空中塩分が降下してから流域末端まで到達するまでの時間的把握。この
ｑ 推定|土きわめて困難と思われるが，１年間以上にわたり継続観測を実施
し，その物質収支から推算する必要がある。
②今回は流量観測および河川の水質分析が１回の永の測定であること。す
なわち，空中塩分採取期間内において数回の観測を実施する必要がある。
③流域内で空中塩分採取地点が少ないこと。これにはモデル的に小流域を
選定し，密度を高める方法が考えられる。
④地形と卓越風向との関係および空中塩分の輸送中の除去効果の把握。こ
れには当該流域の承でなく広範囲での気象資料による解析が必要である。
⑤流域面積と河川流量（比流避）および河川水質との関係の把握
などがあげられる。しかし，今回は河川水質に対する空中塩分の寄与率を目
安として実施したものである。今後は前述の問題点を是正しつつ調査研究を進
めていきたいと考えている。
本稿を作成するにあたって，水質分析に便宜をはかって頂いた，武蔵野女子
学院の桑原正見氏に心からお礼申しあげます。
（この報告は，昭和62年度法政大学特別研究助成金の一部を使用したもので
ある）
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